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これに対し， 1889竿はこれまた周知のところであるが，ロ γ ドY ・ドック・
1) 受註型生産(jobbingtype of pr吋 uction)あるいは組別生産 (batchproductio叫が五
間的であ~， general shopが一曲耐であ。た。
2) 熟練労働者 (skdledwo出町)を頂点とし，彼らは徒弟を従え，直接生産部門を担当し他に，
問権回乃至補助労務に labourerが位しI それは boyよめ昇進するもので これら両系統には
仕事分野の相異，社会的地位の相異があり，全体として賃労働者の熟練労働者を中核とするヒー
ラノレキー が市成されていた。
イギリス労動組合運動における 189年 (111) 11l 
ストライキ，そしてその運動過程で組織された「ドヅグ・波止場・河岸および
一般労働者組合J(Dock，Wharf， Riverside and General Workers' Union， 










上述のとおり， A. S. E の設立とロンドγ ・ドッグ・ストライキならびに





る。したがって1851年 ~A.Sι の設立， 1889年目ロ yドγ・ドッグ・ストライ
キならびに D.W. R. G. W. U の設立とし寸典型の把握は当時の全構造的な
運動体制のなかで位置づけられてはじめて歴史的認識に役立づ己とになる。己
のような意味において，本稿は1889年に限定して， 1889年をロンドγ・ドック・




























以降の客観的， 主体的条件を考えないわけにし、かなし仰とともに， また 89
4) Repo'l't on the Stnkes and Loιk-ouls 0/ 1889， by tbe Labour Correspondent to 
the Board of Trade， 1890 は労働争議に関する最初の官庁調査報告である。
5) T. U. C所属労働組合員数， 1888年 816，994人， 1889年 885，055人. 1890年 t
1.470.19-1人 (B.C. Roberh， The T四 desU.旬刊低 Co伺gt'/J“ p.379)。
6) Great Depressio'n:のもとにおける諸条件については拙著「イギリス労働組合主義の発展」第
1章において概観したので，木稿では論じないー
イギリス労動組合運動における 1889年 (113) 113 
年の好況局面を反映した労働市場の条件に視点をおかねばならない。










月 i1回f年 118朗年 11醐年
1 月 9.9 6.8 3.3 
2 月 10.3 7.8 3.1 
3 月 8.5 7.0 2.8 
4 月 7.7 5.7 2.2 
5 月 6.8 5.2 2.0 
6 月 8.5 4.8 2.0 
7 月 8.0 4.6 1.8 
8 月 8.5 3.9 1.7 
9 月 8.3 4.8 2.5 
10 月 7.5 4.4 2.1 
11 月 8.6 4.4 1.8 
12 月 8.5 3.1 1.5 
Repo吋 onthe Styikes and Lock-outs 
01 1889， by the Labour Corres-















7) D. G. H. Cole， A $hc叫 Hutoグy01 the. Byit吋hWo:rking-class Movement， 1789-1947， 
邦訳， !， 192ベジ。
8) 入江節次郎著「独占資本イギリスへの遭J88ベ 三人ここで87年からの景気依置の原因はj
(1) アメリカでの鉄道建設プー ム， (2) 海外投資(南アフリ丸オーストラリヤ，アメリカ合衆
国!アノレゼンチγなどへ)の換起によって重工業製品の輸出需要が生じたことであると考えられ
ている。






ー製作部門の失業率は 1889年 3月において僅か 0.85~もであり， これは完全雇
用状態だといヮて差支えなく，上記の報舎内容はあながち誇張した表現ではな
い。因みに金属造船機械工業の年平均失業率はつぎのようであった。 1885年・ー


















10) Ibia.， p. 4 
1) William H. Beveridge r産業組織と失業問題」邦訳， 59-61ベー ジ。
12) Henry Pelling， A Hislory o[ Britisk T悶 deUnionism，邦訊.107ベージ。













1889午の労働争議件数は.B.R ミッチェノレ(B.R. Mi tchell)の算出によれ
ば叫， アイルヲソドのものを含めて 1，211件であって， 88年の 517件の 2倍を
越える著しし、増加を示している。しかし，これからは主要業種部門別争議件数
を知りうるのみであって争議行為の内容分析のための資料たりえず，したがっ


















(件) (勃〕 (件) 〈骨〉
パスケット製造業 1 0.1 鉱業労働者 129 11.3 
醸造業 17 1.5 泊および絵具製造業 1 0.1 
刷毛・櫛製造業 7 0.6 製紙業 3 0.3 
建築業 81 7.1 陶器製造業 3 0.3 
家具製造業 11 1.0 印刷業 25 2.2 
製品長業 8 0.6 食料品製造業 35 3.1 
衣服製造業 44 3.8 清掃業 11 1.0 
樋製造業 3 0.3 製塩業 1 0.1 
薪割り工 0.1 ホ沿夫岸労・河働者・ドザグ・ "l32 11.5 
ガス製造業 7 0.6 
ガラス製造業 2 0.2 
織維業 ..223 19.5 
家庭用品製造業 Z 0.2 煙草製造業 7 0.6 
消Lゴム製造業 1 0.1 運輸業 52 4.5 
野菜栽培労働者 1 0.1 給仕人 1 0.1 
金属業 328 28.6 倉庫業 1 0.1 
製粉工 7 0.6 総 計 1，145 (100) 








15) Report. p.' 26 








































醸造業 34 89 
刷毛櫛製造業 172 
建築業 1，976 2，166 
家具製造業 916 350 
製薬業 9 1，024 
衣服製造業 4，563 1，220 
樋製造業 118 
薪割り工 5，000 





























イギリス労動組合運動における 1889年 (119) 119 
野菜栽培労働者
金属業 18，669 13，037 
製粉工 132 507 
鉱業労働者 6，467 4，843 
油および絵具製造業
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水夫 h河 'Fック沿岸労説者 44，039 61，724 
繊維業 4，146 1，149 
3叫 7田 r't食品守護霊区箱
附 6 山 6 却
煙草製造業
運輸業
42 山 一 m叫I~μi2撚肌9合犠F
459 2，985 140 3，584 人33，057
給仕人 ー 10 10 
倉庫業 500 一 一 500 




その数はそれぞれ87，817人， 99，803人， 16，980人， 5，857入であって総計210，457

























賃金引きあげ 619 299 195 66 59 
賃金引きあげと他の譲歩 149 43 95 10 1 
賃金引きさげ反対 45 12 8 20 6 
賃金の.現在過去の調整に関する争議 36 20 10 4 2 
作業，時間，材料等の条件に関する不満 139 62 31 42 4 
作業条件の変更に反対 41 16 9 15 
出来高議，作業等に関する労働者の等級閲
の争 18 9 4 3 2 
イギリス労動組合運動における 1889年 (121) 121 
組衛合と組の規合約員おの防よ衛び原の則たのめ採用ならびに防 29 5 2 17 5 
労働者仲間の防衛乃至異議 29 7 6 12 4 
上役に対する不満 12 3 1 E 
上役を守るため 3 3 
広まるストライキについて同情乃至威迫 20 7 5 B 
原悶不明 5/ 2 3 
言} 1，145 476 368 207 94 
この集計によって明らかなように， 賃金引きあげに関する月トライキは 768
件であって，全体の 670/0壱占め，そのうち 342件は成功し， 290件は部労的な














17) Report， pp. 66-67 
18) 同情ストライキの考え方については I労働時士閏J(the Knights of Labour)のイギリスに






















No.14 36 夜金勤引手き当あげlj.{倍より 1Yz倍への賃
NO.-15 260 週2シリ γグの賃金引きあげ
NO.16 
No.17 









NO.26 13 9 時間短縮
No.27 45 不熟練労正働者反対が特定機械に充用さi判昂ご に
No.28 40 23 10%賃金引きあげ
No.29 33 2ジリ γグの賃金引きあげ
No.30 10%賃金引きあげ
NO.31 80 5 35 同上
No.32 向上
No. 33 180 同上
No. 34 20 5 同上










No. 45 24 10 賃金引きあげとドッカーへの同情
No.46 14 6 向上
No. 47 86 向上
到。 48 30 同上
No.49 向上
















No. 65 40 時間メベYス賃金引きあげ
No.66 一、 同土
No. 67 105 同上
No. 68 85 同上
No.69 72 向上
No. 70 18 出来高給導入反対
No. 71 319 30 17 働出来者高の訟雇用の導反入対， 残業， 不熟諌労
No. 72 158 12 8 向上
NO. -73 75 賃金引きあげ
No.74 週 1シリング賃金引きあげ
No. 75 9 向上
No. 76 71 1 出来高給反対
Report， pp. ，45-47， 79-80より作成。
以上が機械職種部門のストライキ 76件の目的の全内容である。したがって，
とれはつぎのように整理できるo
イギリス弾動組合運動における 1889年 (125) 125 
賃金引きあげ 11件 残業と時短 11件
週 1シリングの賃金引きあげ 12件 出来高給反対 2件
週2シリングの賃金引きあげ 18f牛 出来高給反対及対不熟練労働者 2件
10%の賃金引きあげ 8件 対不熟練労働者 1件
時間7fベYスの賃金引きあげ 5件 賃上げと用情スト 6件
時間uベンスの賃金引きあげ l件 同情スト 2件
夜勤手当の改善 1件 その他 l件
計 76{'牛
己こで注意すべきことは熟練，不熟練労働者別にみた場合，残業手当増額と
時間短縮と，同情ストライキが主として不熟練労働者によってすすめられてい
ることである。そして出来高給に対しては熟練労働者の根強い反対がみられる
ことである。全体として賃金引きあげという要求のなかにお心て，かかる内容
の相異を見逃がすわけにはゆかない。 かくして 1889年におけ志熟練労働者の
運動の昂揚と，その内容変化号機械職種の例においてもくみとることができよ
つ。
百
1889年のイギリス労働組合運動は大不況期の一時的繁栄時の運動と考える。
それはたんに大不況期の運動でもなく，またたんに繁栄時の運動でもなく，大
不況期のもとの一時的繁栄時の運動であって，その故に運動の昂揚がみられた
と考えてよい。
普通.1889年のイギリ月労働組合運動は戸二/ド:/.ドザク・ストライキに集
約されて考えられる。なるほどこの争議が代表するように従来未組織の不熟練
労働者が，対資本との抵抗のため，いままでの賃金労働者の階層秩序を打破し
て自ら運動の担い手として拾頭し，新たな運動理念を提起するととになって，
この意味におけ芯同期的な意義を否定する己正はできない。しかし.1889年の
運動に.この側面を強調するあまり，従来のイギリ見労働運動の伝統を担って
126 (126) 第97巻第l号
きた熟練労働者，グラフト・ユユオ γの運動側面を考えないとすれば， 1889年
の運動の正しい実態の認識ではない。これら二側面においてとらえ，その上で
運動の内容変化を考えねばならないであろう。
それらはいずれにしても，全体的には賃金をひきあげる経済的要求壱中心課
題として展開したものであり，その共通基盤の上に，不熟練労働者は時間短縮，
さらには同情戸トライキという階級連帯性にもとづく要求を，他方熟練労働者
は，資本の賃労働に対する直接支配に抵抗し，一面熟練労働者を中むとする賃
労働の階層秩序の動揺に土って，自己の標準的労働諸条件が崩壊してゆ〈条件
のも Eで，いかに既得利益を保持してゆ4要求を提起していったのである。し
たがって，熟練労働者，グラフト・ユニオγのとの期の運動はたんに繁栄時の
運動のくり返えしではなく，賃労働の構造変化にもとづいて熟練労働者自体が
既存秩序に固執するという，自己矛盾の運動としてそれだけ運動に表面的な強
化を伴なったとみるべきではないか。
か〈て，大不況期のもとでイギリス労働運動の主体に漸次不熟練労働者の比
重が増大してし、〈過程にあって， 1889年の運動は，不熟練労働者と熟練労働者，
新組合と旧組合の運動の二側面が，一時的繁栄時の賃金ひきあげというー共通条
件をふまえながらも，それぞれ異った意味をもって昂揚し，その構造的な移行
が表面化して急速にすすんだ年とみるべきであろう。
